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1　 は じめ に
　「現代 の 子 ど も達 は忙 しい 」 とい うこ とが しば しば 取 り挙 げ られ る。習 い 事 など に つ い て の 既
存の 研究に お い て も、習 い 事 に 費やす時間が 長 くな り、 その 開始年齢が 低 くな りつ つ ある こ と
　 　 　 　 　 　 （1）
が指摘され て い る。私 が長 年従事 して きた児童館 におけ る母 と子 の 体育プ ロ グラム にお い て も、
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　  
同様に 、 参加する子 ど もの 低年齢化が 見受け られ た 。こ の 母 と子の体育プ ロ グ ラ ム に 見 られ る
子ど もの低年齢化傾 向の 背景 には、早期 よ り子 ど もの 色々 な可能性 を伸 ば した い と い う母親の
願望 が ある よ うに思われ る。こ の 願望 が、子 ど もに対する母 親の 要求内容を変化 させ 、体育プ
ロ グラ ム に対する期待 の 多様化 を生 じさせ て い る の では な い か と、推測す るよ うに な っ た 。こ
の 推測の 妥当性 を検討す るため 、前 回、ある都市の 児童館 を対象に ア ン ケ ー ト調査 を行 っ た 。
そ の 結果 を簡単に ま とめ る と次 の よ うに なる。
　児童館 と母 と子の体育プ ロ グラ ム に通 う子 ど も達の 遊 び 環境 は 、ほ ぼ 良好で ある 。 こ れは母
親 に と っ て、子 ど も達が遊び友達、遊び場所 に恵 まれ て い るだ けで は不十分 で ある と考 え、さ
らに体育プ ロ グ ラム に 参加 しようとして い る姿勢 を示 して い る と言える。 しか し、そ の 母親 の
児童館 の体育プ ロ グラム に取 り組む姿勢は 、 と くに 強 い もの で はな い 。 なぜ な らば 、 児童館以
外の 習 い 事 をさせ て い る積極的な母親で さ えも、熱心に体育プ ロ グラ ム に取 り組ん で い ない の
で は ない か と い うこ とを示 すア ン ケ ー ト結果が ある。また 、体育プ ロ グ ラム に 参加す る 目的は
様々 で あるが、大別すれ ば 3 つ の 項 目に 区分 で き、順位 は以下 の よ うに な っ た。
　　　　（1） 社会性の 育成
　　　　（2） 身体 の 発育 （運動技術 も含 む）
　　　　（3） 性格 形成
　こ の 調査結果 を検討す る中で 、次の ような こ とに 疑問 を持 っ た 。   母 と子の 生活環境は地 域
に よっ て 変化 し、 そ の 変化が 、 子 ど もの 遊 び環 境 、 母親 の 体育プ ロ グ ラ ム に 対する要望 、 母親
の 教育観 （体育プ ロ グラ ム に取 り組む 姿勢や 子 どもに家庭以外 の 環境 を与え る働 きか け）に影
響 を与 える の で は ない だ ろ うか、  運動が得意な母親 ほ ど積極的に 子 ど もと関わ りを持 ち、体
育プ ロ グラ ム に取 り組 む姿勢 も強 い よ うに 推測 され る。 こ の こ とは、体育プ ロ グラ ム に 対する
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要望や 母親の 教育観 に影響 を与えるの で はな い だ ろ うか 。
　本研 究は 、 遊び環境 、 体育プ ロ グ ラ ム に対する要望 、 教育観 に 対 して 、地域環境や母親 自身
の 運動の 得意不得 意が お よぼ す影響 に つ い て検討す る と ともに、体育プ ロ グラ ム に見 られ る低
年齢化傾 向の 原因を考察する こ とをね らい とする。
II　 調 査の 概 要
1．調査方法
　 ア ン ケ ー ト調査 に よる質問紙法 。 児童館 を通 じて 配布 し、郵送 で回収 した 。
2．調査対象
　次 の 三 地域に ある児童館の 母 と子 の 体育プ ロ グラ ム に通う母親 1320名の うち回答者635名 （男
児の母親 326、女 児の 母親 309、不明 5 ）。回収率 48．1％。
　 A 地域 （入 口 46万 人 の 地 方都市に ある 児童館）295名
　 B 地域 （人 口160万人 の 大都市に ある児童館＞ 313名
　C 地域 （人 口 40万人 の 地方都市に ある児童館）　 27名
3．調査 時期
　平成 2 年 3 月上旬 〜12月下旬 。
4．調査 内容
　（1）体育プ ロ グラ ム に参加 し て い る幼児 の 年齢　（2）兄 弟数　（3）住居形態　（4）所得総額　（5）体育
プ ロ グ ラム に 通 う目的　  体育プ ロ グ ラム をど こ で知 っ た か 　  体育 プ ロ グラ ム を始め た理 由
（8）体育プ ロ グラム 参加の 動機　（9）体育プ ロ グラ ム に 参加 した母親 自身の 理 由　（10）子 ど もの 参加
状況　  体育プ ロ グラ ム の 回数 ω他 の 児童館の 体育プ ロ グラ ム に参加 したか ど うか　  子 ど
もの 遊び環境　（14）よ く遊ぶ 相手　  母親 との遊 び 時間　  児童館の 体育プ ロ グラ ム 以外の 習 い
事 の 有 無 と種 類　（1褓 育希望 年数　  子 ど もの 性格 　（1嗹 動の 得意別　  体育プ ロ グラ ム へ の
要望　  体育プ ロ グラム の効果
　以 上 21項 目で あ る 。 本研 究で は、上 記項 目の うち（4＞（1助  （1のの 項 目は、調査結果 に つ い て 各種
の 解釈 が 可能で ある の で、分析の 対象外 とす る。
5 ．調査の 観 点
　結果お よび考察は、 2節に分 けて行 う。
［1 ］は、児童館の 体育プ ロ グ ラ ム に 参加 して い る 母 親 の 意識 の 全体 的傾向と 、 地域差を見 るた
め に 次の ような方法で行 う。
　 a ）調査 の 各項 目を集計 し、全体 ・男女別 の 傾向 を明 らか にす る。
　 b）地域別に 、各項 目の 傾向を見 る。た だ し、 C 地域は児童館 が A 、　 B 地域に比べ 極め て 少
な い 。また、地 域環 境 の 差異 を人 口、住環 境 か ら見 る とき、A 、　 B 地 域に 、よ り差異が ある と
判断で きるの で 、地域比較は、 A 、　 B 地域 間で の み行 う。
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　　　　　　　　　　　　　　　　 久 本 ：児童館 の 母 と子 の 体育プ ロ グラ ム に 通う母親 の 意識 に つ い て
［2］は 、   の 「母 親 の 運動 の 得 意別」 と（5×8×9Xl1＞α     の 項 目をク ロ ス 集計 し、こ れ らの 項 目
と母親の運動の 得意不得意が 、 ど の よ うに 関与 して い る か を見る。なお 、母親の 運動 の得意別
は、『得意 』、 『どちらか と い えば得意 』、 『普通』、『どちらか とい えば不得意 』、 『不得意』 の 5段
階に 分類 した 。
III 結果 お よび考察
［1］全体 的傾 向
1．母 と子 の体育プ ロ グラ ム 参加者 〈 図一 1 参照 〉
　児童館で 行わ れて い る母 と子の 体育プ ロ グラ ム （以後 「親子体操 と呼ぶ 」）に参加 して い る子
ど もは 635名で、男児51．3％、女児48．7％の 割合 で あ っ た 。 年齢構成を見 る と 、 4歳が最 も多 く、
次 い で 3 歳前半、 3歳後半の 順 とな っ て い る。男女別に 見る と、 3歳前半 は、男児の 方が 多い
が、 3歳後半以後 は、女児 の 方 に参加 者が 多い 。地域別 に 見 る と、A 地域 は、 3歳前半が最 も
多 く、次い で 4歳前半、 3 歳前半の 子 ども達が 多か っ た 。 それ に対 しB 地 域は 、 4 歳前半が最
も多く、次 い で 4歳後半、 3歳後半 とな っ て い る。こ の こ とか ら、両地域 間に は差が 見 られ、
A 地 域の 方が 低年齢に な っ て い る。実際、A 地 域の 平均年齢は 3．3歳で 、　B 地域 は 4 歳 で あ っ た。
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　　　　　　　 図一1．母 と子 の 体育プ ロ グラ ム 参加 者
2．兄弟数
　 2人兄弟が、52．8％で 最 も多く、 次 い で 1 人が 25．1％ 、 3人兄弟の 順に な っ て い る。 地域別
に 見る と、 2位 と 3位 が地域 に よ り逆＃ して い るが 、その 内容 問の 数値に あま り差は見られ な
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か っ た の で 、地域差はな い と考 えて 良 い 。
3．住居形態
　一戸建て の 家の 居住者は、53．2％ を占め て い る。住居階層を見る と、 4階以上の 高層に居住
す る家族は 、15．6％の み で あ っ た 。地域別に 見 る と、両地 域 と も 「一戸建て 」
「
マ ン シ ョ ン ・ア
パ ー トの 1〜 3F 」 「 4 〜 6F 」の 順位 は変わ らな い が 、 それ以上 の 高層住宅 に 関 して は 、　 B 地
域の 方が順位は高 い 。 しか し、「 7F 以上」の 数値が極 め て低 い こ とか ら、地域の 差 は見られ な
か っ た と言える。また 、A 地 域の 方が 一戸建 て居住者の 割合が 高 く、 B 地域は マ ン シ ョ ン ・ア
パ ー トに 居住す る割合が 高 い 。
4．親子体操 に通 う目的 〈 図一 2参照 〉
　全体 では、「集団生活に慣れ させ る」 が 90．9％で最 も高 く、「積極性 を身に つ け る」 44．7％、
「健康の ため 」 「体力づ くり」 「就学前に役立 っ 」が それ ぞれ 30％程 度で あ っ た。そ の 他、「 自立
心 をつ け る」 27．6％、「自信 をつ け る」 22．8％ とな っ て い る。 こ れを、 「社会性 」 「身体 の 発育 」
「性格形成」 とい う観 点か ら見 る と、 1位 「社会性 」、「身体の 発育 」 「性格形成 」 は ほぼ 同位 置
に位置づ け られ る 。 男女別 に見 る と、あま り差は見 られ な い 。 地 域別 に見 る と、両地域 と も「集
団生活 に慣れ させ る 」 は 1位 である。しか し、 2 位以下 5位迄 を見る と、 A 地 域 は 「積 極性 を
身に つ ける」 「就 学前に 役立 つ 」 「自立心 をつ け る」 「健康の た め 」 とい う順位に 対 し、B 地域 「体
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　　　　　　嬲 全体　　驪 A 地域 　　％ B 地域
　L 健 康の ため 　 2 ．体 力づ くり　 3．しつ け　 4．就 学前に 役 立 つ 　 5．集中力
をつ け る　 6，運 動 の 技 術 を 身 に つ け る　 7．集 団 生 活 に 慣 れ させ る　 8．忍 耐 力
を つ け る　 9，礼儀 を身に つ け る　 10．積 極 性 を身に つ け る　 11．自信 をつ け る　12．
自立心 をつ け る　 13．その 他
　　　　　　 図一2．親子 体操 に通 う目的（複数回答）
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　 　 　 　　 　 　 　 　　 　 　 　 　　 　 久 本 ：児童館 の 母 と子 の 体育プ ロ グ ラ ム に 通う母 親 の 意 識 に つ い て
力づ くり」 「健康の ため 」 「積極性 を身に つ け る」 「自信 」 と い う順位 を示 して い る 。 そ して、こ
れ ら の 内容 間 の 数値 に差 が見 られ るため、地域差は ある と言 える 。 親子体操 の 目的 と して 、両
地域 とも 1位 は 「社会性 」 で ある。 2位 は、どち らか とい えば、A 地域は主に 「性格形成」 に
関わ る もの を要望 し、 B 地域 は 主に 「身体の 発達 」 に 関わ る もの の 要望が 強い 傾向に あ る とい
うこ とが言 える で あろ う。
5．親子体操 をど こ で知 っ た か
　「通 っ て い る （い た ）人か ら聞 い た 」 が 78．6％で 最 も高 く、 「児童館便 り」 「児童館の 掲 示板」
で 知 っ た とい うの は 、 それ ぞれ 15％ 、 12．6％ と い う、 前者に 比 べ て低 い 数値で あ っ た。地域別
に 見 る と、両地域 と も 「通 っ て い る （い た ）人か ら聞い た 」 が 1位 で あ り、 2 位 ・3位 は 、両
地域の 1頂位 が 異 な っ て い るが 、い ずれも児童館か らの 「お知 らせ 」 で ある こ と に変わ りは な く、
それ ぞれ の 内容間 の 数値 に もあま り差が なか っ た の で、こ の 項 目に関 して は、地域差は 見 られ
なか っ た と言える。
6．親子体操 を始めた理 由
　 「費用 が かか らな い 」 が、66％で最 も高 く、次 い で 「家か ら近 い 」 52．1％、「友達が通 っ て い
る」 43，8％、 「暇 が あ るか ら」 25．7％の 1幀で あ っ た 。 地 域別 に見る と、 両地 域 とも 「費用 が か か
らない 」 が 1位 であ り、 2位 以下 を見 る と、A 地域は、「友達 が通 っ て い る」 「家か ら近 い 」 の
順 位 で あ り、B 地域 で は そ の 順位が逆 転 して い た 。 そ して、それ ぞれ の 内容間 の 数値に 開 きが
あ っ た の で 、地 域差が 見 ら れ た 。
7．親子体操参加 の 動機
　 「子 ど もの 友達が 行 っ て い る」41．4％、厂親が すすめ た 」37．2％、「子 ど もが 行 きたが っ た 」26，1
％、 「兄 弟が行 っ て い た 」14，5％で 、参加の 主体 は母親に あ奄。 男女別 に 見 る と、
「親 の すすめ 」
では ほ とん ど差 は見られ な い が、「子 ど もの 意志 」では、女児の 数値が高 く、男 児よ り積極的で
ある と言える。地域別に見 る と、A 地域は 「子ど もの 友達が 行 っ て い る」 「親が すすめ た 」 が 1
位 ・2位 の 順位で あるが 、 B 地 域は 「親が すすめ た 」 「子 ど もの 友達が行 っ て い る 」 と い う順位
に な っ て い る。 しか し、い ずれ の 場合 も母 親が参加 の 主体 となっ て い る。こ の こ とか ら、地域
差が 見 られ なか っ た と言え る で あろ う。
8．親 子体 操参加 の 母親 自身の 理 由
　 「子 ど もと の コ ミ ュ ニ ケ ーシ ョ ン に役 だ つ 」 が 、73．9％で最 も高 く、次 い で 、「子 ど もと一緒
に動 くこ とが楽 しい 」 47．4％、「交友関係が 広が る」 46．8％、「 自分 の 運動不足 の 解消に 役立 つ 」
21．4％などであ っ た。こ れ らの 内容は 、母親 自身が楽 しんで参加 して い る こ とを示す。しか し、
「動 くこ とは負担 で あるが、于 ど もの た め に 参加 」 とい う内容 が、17．2％見 られ た、男女別で
は 、 ほ とん ど差は見 られ なか っ た。地域 別では、両地 域 と も 「コ ミュ ニ ケ ーシ ョ ン 」 が 1位 で
あ っ たが、 2位 以下 5位迄 の 順位が 不同の た め、地域差が 見 ちれた と言え るで あろ う。すなわ
ち、「交友関係が 広が る」 では、A 地 域 の 母 親の 方が、　 B 地域の 母親 よ り高い 値 を示 して お り、
一 51 一
工工一leotronlo 　 lbra y 　
Shukugawa Gakuin College
NII-Electronic Library Service
hukugawa 　 akuin 　 ollege
「自分 の 運動不足の 解消 に役立 つ 」 で は、 B 地域は A 地域の 4 倍の 数値 を示 して い た 。こ の こ
とか ら、A 地域 は、人間関係に、　 B 地域 では 、体 を動か す こ とに重点を置 い て い る と思わ れ る 。
9．子 どもの 参加状 況
　「喜ん で参加 して い る」 子 どもが 、 70，2％で最 も高 く、次 い で 「普通 」 の 26％ であ っ た。男女
別 に見 る と、女児の 方が 男児よ り、「喜ん で参加 」 して い る割合が 高い 。 こ れ は、親子体操の 参
加動機 の 項 目で 、 女児の 方が男児よ り積極的に参加 して い た こ とか ら、当然の 結果 と言える。
地 域別 で は 、両地域 間に差 は見 られ な か っ た 。
10．親子体操の 回数
　 8割弱 の 母親 は、「週 1 回 が 適 当 で ある 」 と考 えて い る。隔週 に する など、「もっ と減 ら して
欲 しい 」 と い う意見は ま っ た く見 られ ず、 逆 に 「 もっ と増 して欲 しい 」 とい う意見が 23．5％あ
っ た。男女別 ・地域 間 ともに、ほ とん ど差は見られ なか っ た。
11．子 ど もの 遊び環境 〈 図一 3 参照 〉
　遊び環境 を見る と、「近所 に公 園 な ど の 広 い 遊び場所が ある 」 71．2％、「近所に 遊 び仲間が い
る」66．6％、 「近所は交通量が少 な い 」35．4％で 、ほぼ 良好 な遊 び環境 に 恵 まれ て い る と言える。
男女別に見 る と 、 ほ とん ど差は見 られなか っ た 。 地域別に 見る と、「遊 び場所 」 「交通量の 少 な
さ 」
「遊 び仲間 」の それぞれの 内容に対 し、両地域間 の 順位 は変わ らなか っ た の で、地域間の 差
は見られ なか っ た と言 え る 。 た だ し、 A 地域の 方が 、　 B 地域 よ り「広 い 遊 び場所が ある 」 「遊 び
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　　　　　　嬲 全体 　　贐 A 地 域　　％ B 地 域
1．近 所 に 公 園 な ど の 広 い 遊 び場 所 が あ る　 2．近 所 に 公 園 な どの 広 い 遊 び 場 所が ない
3，近所 に 公園 などの 広 い 遊び場所 が あるが、年上の 子 ど もや 大人 に 占領 さ れ て 遊べ な
い 　 4．近 所 は 交通 量 が 多い 　 5．近 所 は 交 通量 が 少 な い 　 6．近所 に 遊 び 仲 間が い る
7．近所 に遊 び仲 間が い ない 　 8．おけ い こ ご とで 遊 ぶ 時間が な い 　 9．そ の 他
　　　　　　　図一3．子 ど もの 遊び環境 （複数 回答）
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　 　 　 　　 　 　 　 　　 　 　 　 　　 　 久 本 ：児童館の 母 と 子 の 体育プ ロ グ ラ ム に 通 う母 親 の 意識 に つ い て
仲間が い る」 と い う割合が 少 な く、「交通量が 多い 」 と い う割合が 多い 。 こ の こ とか ら、大都市
に居住す る母親 の 方が、地方都市に居住 して い る母親 よ り、遊び環境 は 良好 で あ ると い う意識
は高い 。 しか し、居住 して い る場所に もよるが 、地方都市で ある A 地域の 方が 「広い 場所が 多
くJ 、 「交通量 も少 な い 」 とい っ た遊び 環境 に恵 まれて い る こ とか ら、A 地域の 母親 の 方が、良
好な遊 び環境 と い うもの に対す る基準 は高い とい うこ とが 言えるの で は ない だ ろ うか。
12．遊び相手
　よ く遊ぶ 相 手は 、 「兄 弟」 が 40．5％で 最 も多く、次 い で 「同年齢 の 友達 」 26．4％ 「父母 」 18．3
％、 「1 人遊 び」 6．9％ の 順 で あ っ た 。 男女別で は、ほ とん ど差は見 られ なか っ た。地域別 に 見
る と、両地域 と も1幀位に 大きな差は な く、 地 域差は見 られ なか っ た 。
13．児童館 以外の 習 い 事 の有無 と種類 〈 図一 4 、図一 5参照 〉
　児童館で の 親子体操以外の 習 い 事 をして い る子 ど もは、38％で あっ た。習 い 事 の 種類 で見 る
と、「水泳」 が 45．4％で最 も高 く、次 い で 「ピア ノ・エ レ ク トー ン 」 31．5％で あ っ た 。 男女別で
は、習 い 事の 有無で は、差は ほ とん ど見 られなか っ た が 、 「水泳」は、女児に比べ 、男児の 方が
習 っ て い る割合が 高 く、それ に対 し、「ピ ア ノ ・エ レ ク トー ン 」 は 、女 児の 方が 高 い 。また、わ
ずか の 差で はあるが、「学習塾」 「英会話」 は男 児に多 く、 「体操」 「バ レ エ 」 は女児に多か っ た 。
地 域別 に見 る と、習 い 事の 有無 では、地域間の 順位 は変わ らず、地域差は見られ なか っ た。た
だ し、 B 地域 の 方が、習 い 事 を して い る割合 は高い 。種類 で は 、 1位か ら 3位迄 の 順位 は変わ
らず 、 それ らを合 わせ て 9割以上 を 占め て い るため 、こ れ に関して も地域差は見 られ なか っ た
と言 える。
　 　 　 70
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　 　 　 　 　 　 1　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　2
　　　　 嬲 全体　　躙 A 地域　　吻 B 地 域
1．児 童館以 外 の 習 い 事 を して い る　 2．児 童館 以 外 の 習 い 事 は して い ない
　　　　　　　　　 図一4．習い 事 の 有無
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1　 　 　 2　　　 3　　　 4　　　 5　　　 6　　　 7　　　 8
　　　　　驪 全体　　驤靉 A 地 域　　挧 B 地域
　 1 ，ピ ア ノ ・エ レ ク ト ンー 　 2 ．水泳　 3．体 操　 4．絵　 5．
　 6．学習塾 　 7，英会話 　 8．柔 ・剣道 　9．バ レ エ 　10．その 他
　　　　　　　 図一5．習い 事の 種類 （複数 回答）
9
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14．運動 の 得意別 （母親）
　母親 自身は運動が得意か ど うか の 質問 で は、「普通 」 が 43．1％で最 も高 く、 次 い で 「 どち らか
とい えばやや 不得意 」 20．6％ 「どちらか とい えば得意」 17．3％の 順 であ っ た。男女別 に見 る と、
「不得 意」 とい うの は、女児の 母親 の 方に 多く見 られ た 。 地 域別で は 、両地域 間の 順位は 異 な
っ て い な い ため、地域の 差 は見 られ なか っ た。
15．親 子体操 で の 遊び の 希望 〈図一 6参照 〉
　「 リズ ム ・体 操」 が 79．4％で最 も高 く、 次 い で 、「ゲーム 的遊び 」 49．3％、「ボ ール 」 43．3％、
「マ ッ ト」 40．5％、以下 「表現 」 「平均 台」 「跳び箱 」 「鉄棒 」 の 順 であ っ た。男女別で見る と、
わずか の 差であるが、「ボール 」 は男 児の 母親の 方に、「 リズ ム ・体操 」 は女児の 母親 に希望す
る割合 が 高 い 。地域別に 見る と、両地 域 と も 「リ ズ ム ・体操 」 が 1位 で あ り、 2位 以下 、 順位
が 異な っ て い た 。 しか し、 内容 を見 る と 、 両 地域 とも 「ゲーム 的遊び 」 「ボ ール 」 の グル ープ が
次 の 順位 を 占め、次 に 「マ ッ ト」 「跳び箱 」 「平均 台」 「鉄棒」 「表現 」 の グル ープに な っ て い る 。
つ ま り、 2位 以下、集団的遊び グル ープ 、技術を要 する遊 び グル ープ とい うよ うに考える と 、
両地域間に 差は見 られ なか っ た とい うこ とが 言 え よ う。 また、 B 地域 は A 地域 に 比 べ 、ほ とん
どの 種 目で数値が 高 く、特 に 「ボ ール 」 「マ ッ ト」 「跳 び箱 」 「平均台 」 「鉄棒 」 な どは、そ の 差
が 大 きい 。 こ れは親 子体操 の 目的 の と こ ろ で 、 B 地域が A 地域 より「運動の 技術 を身に っ け る」
とい う内容の 数値が高か っ た こ とを裏づ けて い る 。
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久本 ：児童館の 母 と 子 の 体 育 プ ロ グ ラ ム に 通う母親 の 意識 に っ い て
（
％
go
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ユ0
　 　 　  
　 　 　 　 　 　 1234567891011121314151617
　　　　　　　　　　　　　 嬲 全体　　驪蠱A 地域　　％ B 地域
　 　　　 　　 　　 1 ．リズ ム ・体 操　 2 ．ボ ルー 　 3．縄　 4．輪　 5．棒 　 6．ゲ ムー 的遊び 　 7．表
　 　　　 　　 　 現 遊 び 　 8、マ ッ ト　 9．跳 び 箱 　10．平 均 台　11．ぶ らん こ　12，滑 1，台　13．ジ ャ
　 　 　 　 　 　 　 　 ン グ ル ジ ム 　14．登 り棒 　15．鉄 棒 　16．雲梯　17．その 他
　　　　　　　　　　　　　　　　 図一6．遊び の 希望 （複数回答）
16．親子体操 で の 効果
　最 も効果の 高か っ た 内容 は、「友達が 増 した 」42．8％で ある。次 い で 「協調性 が養わ れた 」27．8
％、「動 くこ とが 好 き に な っ た 」 「きま りや約 束を守れ る ように な っ た 」23．6％、「積極 的にな っ
た 」 23．1％な どの 順 であ っ た 。 男女別に見 る と 、 大 きな差は見 られ なか っ た もの の 、男児の 母
親 は、「積極的に な っ た 」 「きま りや約 束を守 れるよ うに な っ た 」 「明朗活発 に な っ た 」 「協調 性
が養な われ た 」 とい う効 果 を挙 げ て い る 。 そ れ に 対 して 女児の 母親は 、「 自信 を持 つ よ うに な っ
た 」
「運動の 技術が 身に つ い た」 「動 く こ とが好 きに な っ た 」 「友達 が増 した 」 とい う効果 を挙げ
て い た。地域別で 見 る と、両地域 と も 「友達 が 増 した 」 が 1 位で あ っ た が 、 2 位以下 で順 位が
同 じ内容は、19の 内容 の 内 4 つ の み で あ っ た の で 、 地 域 差は見 られ た と言える 。 しか し、こ れ
に 関 して は、地域差 と言 うよ り、発達 の個 人差 と見 る方が 的確で あろ う。
［2］母親 自身の 運動が 得意か 不 得 意か によ る各項 目間 の差
1 ．親子体操参加者 く 図一 7参照 〉
　得意不得意間で 見 る と、年齢構成の 分布は 若干の 違 い が ある。 しか し、平均年齢で は、違 い
は な い と言 えよ う。すな わち、 『得意 』 な母 親 の 子 どもは 3，7歳、 『ど ちらか とい えば得意』 3．6
歳、『普通 』 3，6歳、 『どち らか と い えば不得意』 3．6、 『不得 意』 3．8歳 で あ っ た 。
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　 　 　 　 　 　 1．5　 2　 2．5　 3　 3．5　 4　 4．5　 5　 5 ，5　 6　 65 　 7　 7 ．5 そ の 他
　　　　　　　　嬲 得意　 驪認やや得意　挧 普通　 匿鸚 やや 不得意　鬮 不得意
　　　 平均年齢　　　3．7歳　　　3．6歳　　　　3．6歳　　　3．6歳　　　　　3．6歳
　　　　　　　　　　　　　 図一7．母 と 子 の体育プ ロ グ ラ ム 参加者
　　　　　　　　　　　　　　　　　　 全体 ・得意別
2．親子体操の 目的 く 図一 8参照〉
得意不得 意間 で見 ると 、 5 段階 と も 「集団生活に 慣れ させ る」 「積極性 を身に つ ける」 が 1位
　 　 　 100
　 　 　 90
　 　 　 80
　 　 　 70
　 　 　 60
　 露　 50
　 　 　 4G
　 　 　 30
　 　 　 2D
　 　 　 lO
　 　 　 O
　 　 　 　 　 　 　 12345678910111213
　　　　　　　口 得意　驪國や や得意　彫 普通　鬮 やや不得意　贐 不得意
　 　 　 　　 　 1．健康の た め　 2．体力づ く り　 3．しつ け　 4 ．就 学前 に役立 つ 　 5．集中力 をつ け る　 6 ．
　 　 　 　　 　運動の 技術 を身に つ け る　 7．集 団生 活 に慣れ させ る　 8．忍耐力 をつ け る　 9．礼儀 を身に
　 　 　 　 　 　つ け る　10．積極性 を身に つ け る　 11．自信 をつ ける 　12．自立心 をつ け る　13．そ の 他
　　　　　　　　　　　　　図一8．体育プ ロ グ ラ ム の 目的 （複数 回答）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 全体 ・得意別
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　 　　 　 　 　 　　 　 　 　 　　 　 　 　 久本 ：児 童館 の 母 と子 の 体育プ ロ グ ラ ム に 通 う母 親 の 意 識 に つ い て
2位 を占めて い る。 3位以下 7位迄 を見 る と、「健康 の ため 」 「体力づ くり」 「就学前に役 立 つ 」
「自立心 をつ ける」 「自信 をつ け る」 とい う内容は、5段階の い ずれ にお い て も 7位まで を占め 、
そ の 順位にほ とん ど差は見 られない 。こ の こ とか ら、親子体操 の 目的は、母親 自身の 運動が得
意不得意には 、 影響 を受 けない と言える。
3 ．子供の 性格 く 図一 9参照 ＞
　 5段階 とも内容 にば らつ きが あ り、その 順位 に 差が 見 られた。各 内容 と母親 の 関係 で見る と、
以下 の よ うな傾 向が 見 られ た 。 運動が得意 な母親 の 子 どもほ ど、「積極 的」 「好奇心旺盛 」 「冒険
的」 「一人を好む」 「素 直」な傾 向にある 。 それ に対 し、運動が 不得意な母親の 子 どもほ ど、「泣
き虫」 「甘 えた が る 」 「固執性が 強 い 」 「慎重 」 「臆病 」 「気が 散 Dや すい 」 「表情が 乏 しい 」 と い
っ た傾向に あ る。
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　　　　　　　 嬲 得意　驪 や や得意　％ 普通　匳蠧や や不得意　鬮 不得意
　 　 　 　 　 　 　 　 1．気が散 Oや すい 　 2．我慢 強い 　3．思 い や りが ある 　 4．乱暴 　5．粘 ） 強
　　 　 　 　 　　 　 い 　 6．世話 好 き　 7．冒険 的　 8．興 奮 しや す い 　 9．好 奇 心 旺 盛 　10．我が 強
　 　 　 　 　 　 　 　 い 　11．固執 性 が 強 い 　12．泣 き虫 　13．甘 え た が る 　14．人 なつ っ こ い 　15．臆
　 　 　 　 　 　 　 　 病　 16，表情 が 乏 しい　 17、わが まま　 18．明 るい 　 19．積極的　20．表情が 乏 し
　 　 　 　 　 　 　 　 い 　 21．一人 を好 む 　22．素 直　23．活発
　　　　　　　　　　　　　　　 図一9．子 ど もの 性格 （複数 回答）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 全体 ・得意別
4．親子体操参加の 動機 〈 図 一10参照 〉
　 『運動が得意 』 な母親は 「子 ど もが行 きたが っ た 」、 『ど ちらか とい えばやや得意』 『普通 』 『不
得意』 な母親 は 、 「子ど もの 友達が行 っ て い る」、『 どちらか と い えば不得意』 な母 親は 「親 が す
すめ た 」 と い う内容 を、それ ぞれ 1位に 挙げ て い る 。 2位 以下 を含め 、全体 と同 じ順位が見 ら
れ た の は、 『どちらか とい えばやや得意a 「普通 』 『不得意』な母親であ っ た 。 こ の こ とか ら、 5
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段階に よる差 は、見 られた と言える。親子体操 の 参加 に関 しては、得意な母親は子 どもが主体
とな っ て お り、得意以外の 母親の 子 どもは、母親が 主体 となっ て い る と言えるで あろ う。
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　 　　 　 　 　 　　 1．子 ど もが 行 きた が っ た　 2．親 が すすめ た　 3 ，子 ど もの 友達 が行 っ て い る
　 　　 　 　 　 　　 4．兄 弟が 行 っ て い た　 5．その 他
　　　　　　　　　　　　　　　　　 図一10．参加動機
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 全体 ・得意別
5．親子 体操参加 の 母 親 自身 の 理 由く 図一11参照 ＞
　 5段 階 とも 「子 ど もとの コ ミュ ニ ケ ーシ ョ ン に役立 つ 」 が 1位 を占め て い る 。 2 位以下 を見
る と、「動 くこ とは負担で あるが、子 ど もの ため に参加 」と い う内容 は、『得意 』 『ど ちらか とい
えば得意 』 『普通』の母親 は順位が 最下位 な の に 対 し、不得意な母親 ほ ど、 4 位 3位 と順位が 上
が っ て きて い る 。 しか し、 上位の 順位 で見 る限 り、 「コ ミュ ニ ケーシ ョ ン 」 「交友関係 」 「子 ども
と一緒に動 くこ とが 楽 しい 」 な どの 内容 が 主 を占め て い る た め、条件付 きでは あるが 、 5段 階
に よる差 は見 られなか っ た と言えるで あろ う。 こ の こ とか ら、親子体操の 母親 自身の 理由は、
母親 の 運動 が得意不得 意に は影響 を受けな い と言 え る。
6 ．親子体操 の 回数
　 5 段階 と も、 「週 1回が適 当で あ る 」 「もっ と増 して欲 し い 」 「も っ と減 ら して欲 しい 」 「どち
らと もい えない 」 の 内容す べ て の 順位 は 変わ らなか っ た 。 こ の こ とか ら、親子体操の 回数は 、
母親の 運動が 得意不得意に は影響 を受 けな い と言 え る。
7 ．児童館以 外の 習 い 事 の 有無 と種類
　 5段 階 と も、「習 い 事 を して い る」 「習 い 事 をして な い 」 の1幀位 は変わ らなか っ た。種類 で見
る と、 5 段階 と も 「水泳 」 が 1位 に な っ て い る 。 2 位 3 位 の 「ピ ア ノ ・エ レ ク トー ン 」 「そ の
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久本 ：児童館の 母 と 子 の 体育プ ロ グ ラム に 通 う母 親 の 意 識 にっ い て
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　　　　　　 嬲 得意　飃碧や や得意　Z勿 普通 鬮 や や不得意　鬮 不得意
　 　 　 　 　 　 　 　1 ．自分 の 運 動不足の 解消 に 役 立 つ 　 2 ，交 友関係 が 広 が る　 3．動 くこ とは 負担
　 　 　 　 　 　 　 で あ るが、子 ど も の ため に参 加 　 4．子 ど も と一緒 に動 くこ とが 楽 し い 　 5．遊 び
　 　 　 　 　 　 　 を通 して 子 ど もと の コ ミ ュ ニ ケ シー ョ ン に役 立 つ 　 6．その 他
　　　　　　　　　　　　　　図一11．母親の 参加理 由（複数 回答）
　　　　　　　　　　　　　　　　　 全体 ・得意別
他」 を見る と、 『運動が不得意 』 な母親のみ 、 その順位が逆転 して い るものの 、 内容間の 数値に
は あまり差は見 られなか っ た 。また 、 3 位 まで の 全体 の 割合 が 、種類の ほ とん ど を占め て い る
ため 、 5段 階に よ る差は な い と言 え る で あろ う。 以上の こ とか ら、習 い 事の 有無 習 い 事の 種
類は、母親 の 運動 が得意不得 意には影響 を受けない と言え る。
8．親子体操 で の 遊び の 希望 く図一12参照 ＞
　 5段 階 とも 「 リズ ム ・体操 」 が 1位 を 占め て い る。そ れ ぞれ の 上位 4 位 まで を見 る と 、 順位
の 変化 は見 られ た もの の 、い ずれ も全体 と同 じ く 「 リズ ム ・体操」 「ボ ール 」 「ゲ ーム 的遊び 」
「
マ ッ ト」 と い う内容で あ っ た。 5位 以下 を見る と 「平均台」 「表現」 「跳び箱」 「鉄棒」 など、
い ずれ も指導の 技術 を要す る種 目の グ ル ープ が 挙が っ て い る。こ の ように考 える と、 5段 階に
よる差は あま り見 られ な い 。 親子体操で の 遊び の 希望は 、母親の 運動が得意不得意に は影響 を
受け ない と言えるで あろ う。
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　 1，bJズ ム ・体 操 　 2 ，ボ ルー 　 3，縄 　 4 ．輪　 5 ，棒 　 6．ゲ ムー 的遊び 　 7 ．表
　 現遊び 　8。マ ッ ト　 9．跳び 箱　10．平均 台　11．ぶ らん こ　12．滑 り台　13，ジ ャ
　 ン グル ジ ム 14．登 り棒 15．鉄棒 ユ6．雲梯 17．その 他
　　　　　　　　　 図一12．遊 び の 希望 （複数回答）
　　　　　　　　　　　　　 全体 ・得意別
lV　 ま　と め
　初め に、児童館の 体育プ ロ グ ラ ム に 通 う子 ど もの低年齢化傾向 を促す の は 、母親 の 意識 の 変
化 では な い か と推測 した 。本研 究は、 こ の 母親 の 意識 を把 握するため に 、 各項 目の 全体的傾 向
を検討 し、更 に 、地 域差や 母親 自身の 運動の 得意不得 意が 、遊び 環境、体育プ ロ グラム に対 す
る要望 、教育観 に 対 して影響を与え る要 因 とな る の か と い うこ とに つ い て 見た もの である 。
　各調査項 目と、地域差や 母親 自身の 運動が得意か不得意か との 関連 を見る と き 、 次 の よ うな
手順で検討 した。
　各調査項 目に お い て、それ ぞれ の 地域 の 結果に差 が見られ なか っ た場合は、こ の 調査 項 目は
地域環境の 影響は受けな い とい うこ とが 言 える 。 しか し、もし差が生 じて い るな らば、地域 環
境の 影響 を受 け る と い うこ とが言 え る。例 えば、保育希望 年数に つ い て 考 えて み る と、全体 的
結果が 「 2年保育希望 」 「1 年保育希望 」 「3 年保育希望 」 の 順位 だ っ た とする 。 A 地域 もB 地
域 もこ れ と同様の 結果で あ っ た場合、保育希望年数 は、地 域環境の 影響 を受 けない と言える、
っ ま り、大都会 であろ うと地方都市で あろ うと、そ れ らは母親 の 決定 には関わ りを持たず、母
親が子 ど もの 保育の 年数 を決め る の は、地域環境以外 の 要 因に起因 して い る もの で ある 。 母親
自身の 運動の 得意不得意 も、地域差 と同様の 手順で 検討 した。
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　　　　　　　　　　　　　　　　 久 本 ：児童館の 母 と子 の 体 育プロ グラ ム に 通 う母 親の 意識 につ い て
　すべ て の 地域 を含め た全体 に つ い て の 調 査結果 は、前回の調査結果 とほ ぼ同様であ っ た。 し
か し 、 児童館の 親子体操に通 う目的で は、本文 の 初め の 章で 述べ た ような順位 は 見 られ な か っ
た 。 今 回の 調査結果 を、子 ど もの 遊び 環境、親子体操の 要望 、 母親の 教育観 とい う観点 か らま
とめ る と、以下 の よ うに な る。
　親子体操 に参加する子 ど もの 遊び環境 は、ほ ぼ 良好 と言え る（］頁目11）。 遊び場所、遊び 仲間
に も恵まれて い なが ら、それ らの み で は 不十分 で ある と母親 は考 えて い る 。 不十分 だ と考え る
母親の 意識は 、親子体操の 目的に 投影され 、そ の 内容 を見る と、第 1位 に社会性、第 2 位に身
体の 発育 （運 動技術 も含 む〉や 性格形 成が、ほぼ同 じ比率で挙が っ て い る （項 目 4 ）。こ の こ と
は集団遊iび の 希望 の 多 さに結 び つ い て お り（項 目15）、その効果 として、友達が 増し、協調性 も
養われた と感 じて い る （項 目16＞。 また、 どの 程 度の 意識 で 母親が親子体操 に取 り組ん で い るか
に つ い て は、幼児期 よ り家庭以外の 教育的環境 を与えて い るか、い ない か に よっ て、母親 を積
極 派、非積極派の 2 つ に 分類 し、その 傾 向を見 た 。 積極派の 母親が、親子体操に 取 り組 む姿勢
は それほ ど強 くない 。 なぜ な らば 、 親子体操 を知 っ た 方法が 、 児童館 の 掲 示板、児童館便 りと
い う能動的な方法 よ り、通 っ て い た （い る）人か ら聞 い た とい う受動的な方法が 多 く、 また 、
費用 が か か らな い か ら始め た と い う理 由が 多数 を占め て い た か らで ある （項 目 5 、 6 ）。 他方、
非積極派の 母親 で さえも、最低週 1 回の 習 い 事 は必要 で あ る と考 えて い る （項 目10）。以上 の 事
か ら、母 親が親子体操に取 り組む 姿勢は、それほ ど強 い もの ではな く、弱 い もの で もない と言
える 。 子 ど もの 事だ け を考 え て 参加 して い る の で は な く、動 い て 楽 し い 、交友関係 の 広 が りと
い っ た、母 親 自身の 理 由 も同時に持 っ て い る （項 目 8）。
　地域差 を見 ると、地域に よ っ て 差が あ っ た項 目は、 「親子体操に参加する子 どもの 年齢層」、
「親子体操の 目的 」、「親 子体操 を始め た理 由」、 「親子体操参加の 母親 自身の 理 由 」 の 4 項 目で
ある。「親子体操 に参加す る子 ど もの年齢層」の 中で、 B 地域 に比べ A 地域 では低年齢か ら親子
体操 を始め る傾 向が ある （項 目 1 ）。子 どもの 平均年齢 で は、 A 、　 B 地域間に大 きな差が 見られ
た e これ等 の こ とは 、 子 ど もの 平均年齢が 、 地域 に よ っ て差が あ っ た 他の 項 目 （「親子体操の 目
的 」、「親子体操 を始め た理 由」、「親子体 操参加 の 母親 自身の 理由」）と何 らか の 関係が あるこ と
を示 して い る 。
　母親 自身の 運動 の 得意不得意は、「親子 体操 に参加す る子 ど もの 年齢層 」に影響 を与 えなか っ
た 。他方、「親子体操参加の 動機 」の 項 目で の み 、影響が 見 られ た もの の 、得意別に よる明確 な
差 は、把握 で きな い 。しか し、得意な母親は、参加 の 主体が 子 ど もに あ り、それ以外 の 母親は、
母親 自身が参加 の 主体 とな っ て い る a 「親子体操参加の 動機 」 を、参加の 主体の 側面で の み とら
える と、参加す る子 ど もの 平均年齢に差が なか っ た の で、「親子体操 参加の 動機 」は平均 年齢に
影響を与えな い と言 え るで あろ う。また、
F
親子体操参加の 動機Jの 項 目に 関連 して次 の よ うな
こ とが言 える 。 母親が 運動が 得意なほ ど、子 どもの 性格 は 「積極的 」 「好奇心旺盛 」 「冒険的」
「素直」 な傾向に あ り、 母親が 運動が不得 意なほ ど、子 ど もの 性格 は 「甘 えたが る」 「気が散 る」
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「固執性 が強 い 」 「泣 き虫」 「臆病 」 「慎重」 な傾 向に あ る。
　今回は 、 地域 環境 の 差や 母親 自身の 運動 の 得意不得意 を利用 して、児童館の 親子体操にお け
る低年齢化傾 向を促す要 因を考察して きた。 しか し、そ の 要因が ど の ような形 で、低年齢化傾
向と関係 を して い る の か に つ い て は把握する こ とが で きなか っ た 。 こ の 点につ い て は今後の 課
題 と した い 。
〈 注 〉
（1） 谿 口 美恵子 ・中後和子 　「神戸市内にお け る 『お け い こ ご と』の 実態 」 保育学報 1986年版、
　　　フ レ ーベ ル 館
  　児童館 に つ い て は 、「子 ど もの 体力増進活動 の 理 論 と実際」 を参照
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